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前肢の皮膚の電気刺激(無条件刺激: US) で生じる肘の屈曲応答を， 100 ミリ秒先行する大脳ー赤核
線維の電気刺激(条件刺激: C S) と組み合せて 1 日 50-100回約 1 週間与えると， cs だけで前肢の
屈曲応答が生じるようになった。 cs のみを与えたり cs と us をランダムに組み合せても条件付けは
成立せず，また獲得された条件応答はcs のみやcs と us の逆転を提示することによって消去される
ので，この学習は連合条件付けに属するものである。大脳-赤核脊髄路以外の経路の寄与を除外するた





































で生じる肘の屈曲応答を， 100 ミリ秒先行する大脳ー赤核線維の電流刺激(条件刺激)と組合せて 1 日
50-100回約 1 週間与えると，条件刺激だけで屈曲応答が生じるようになった。つぎに，条件づけによ
り情報伝達の効率が上昇した可能性がある大脳-赤核シナプスを介するシナプス電位 CEP S P) の立
-556-
ち上がり時間が短くなっていることが示された。さらに，条件づけによりニューロンのケーブル特性が
変化した可能性を赤核ニューロンを等価円筒で近似したモデルにもとづいて検討した結果，赤核ニュー
ロンのケーブル特性の変化は条件づけ後のシナプス電位の変化を説明しえず，赤核ニューロンの細胞体
の近傍に新たなシナプスが形成されたことが示唆された。この結果は電子顕微鏡によるシナプス部位の
解析によっても確かめられているO
学習の基礎過程の研究は世界各地で行われているが，本研究は，シナプス部位の同定の精密さ，ニュー
ロンモデルとの照合，温血動物を用いた学習標本という 3 点において，国際的にも先駆的な役割を果た
しており，一連の研究をまとめた本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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